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序文

成田市は千葉県の北東部に位置し、豊かな自然が残された地域で、原始・古代

の人々の生活の跡である遺跡も数多く残されています。また成田市ほか 3町にま

たがって建設された新東京国際空港によって著しく変貌を遂げつつある地域でも

あります。昭和53年の開港以来、旅客数及び貨物取扱量は増加の一途をたどり、

その重要性はますます大きくなっています。新東京国際空港公団では開港後も様々

な関連施設の整備や周辺対策事業を行っています。その一環として、成田市大袋

塔之下地先にTV中継放送局の建設が計画されました。

このため千葉県教育委員会では、予定地内に所在する遺跡の取扱いについて新

東京国際空港公団と協議した結果、記録保存の措置を講ずることで協議が整い、

財団法人千葉県文化財センターが発掘調査を実施することになりました。

発掘調査の結果、古墳時代後期や奈良・平安時代の住居跡群が検出され、大規

模な集落跡の一部であることが明らかとなりました。

このたび整理作業が終了し、その成果を「成田市大袋塔之下遺跡」として刊行

するはこびとなりました。本書が学術的な資料としてはもとより、多くの方々が

郷土を知るための資料として広く活用されることを願っています。

終わりに、発掘調査から報告書の刊行に至るまで種々御指導、御協力いただい

た千葉県教育委員会、新東京国際空港公団及び地元関係諸機関にお礼申し上げる

とともに、発掘調査や整理作業に協力された調査補助員の皆様に心から感謝の意

を表します。

平成 7年 3月

財団法人千葉県文化財センター

理事長奥山 浩



凡例

1.本書は千葉県成田市大袋字塔之下223-6ほかに所在する大袋塔之下遺跡の発掘調査報告書

である。

2.発掘調査は、空港関連事業に伴う事前調査として、新東京国際空港公団の委託を受け、千

葉県教育委員会の指導のもとに、財団法人千葉県文化財センターが実施した。

3.調査で使用した遺跡のコード番号は211-053である。

4.発掘調査は、平成 2年11月1日から12月26日にかけて実施した。現地の調査は主任技師麻

生正信が担当した。

5.整理作業は平成 6年8月1日から 9月30日にかけて実施し、空港分室長小久貫隆史が担当

した。

6.本書は、調査研究部長西山太郎及び成田調査事務所長矢戸三男の指導と助言のもとに小久

貫隆史が編集を行った。執筆については、石器を主任技師新田浩三が行い、それ以外を小久

貫が行った。なお、縄文土器については主任技師宮城孝之、陶磁器については芝山分室長鳴

田浩司・主任技師井上哲朗の協力を受けた。

7.本書に使用した航空写真は、京葉測量株式会社の撮影によるものを使用した。

8.本書に使用した図面の方位はすべて座標北である。

9.本書に収録した遺物及び記録類は当文化財センターで保管している。

10.本書に使用した地形図のうち、第 1図は成田市発行の 1: 2.500地形図、第4図は国土地理

院発行の 1: 25，000地形図「成田」をそれぞれ使用した。

11.発掘調査から報告書の刊行に至るまで、下記の諸機関から御指導・御協力をいただきまし

た。記して感謝いたします。

千葉県教育庁生涯学習部文化課、成田市教育委員会、新東京国際空港公団



本文目次

第 1章序説…

1.調査に至る経緯…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・..…・・

2.調査の方法と経過...・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・...・ H ・.....・ H ・...

3. 遺跡の概要……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 

(1) 遺跡の立地…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 

(2) 周辺の主要遺跡……...・H ・..…

(3) 基本層序....・H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 

第 2章遺構と遺物…

1. 住居跡....・ H ・-…...・ H ・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 

2.掘立柱建物跡…・・

3.溝・柵列…...・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・..……...・ H ・-… H ・H ・....・ H ・....・ H ・...・ H ・H ・H ・..…...・ H ・..…18

4.土坑・・ H ・H ・-… H ・H ・.....・ H ・-

5. その他の遺物...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・......・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.26

6.遺構外出土土器…

7.石器…・........................................................................................................29

第 3 章 まとめ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・34

1. 古墳時代以前・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・34

2. 奈良 ・平安時代....・H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・34

3.中世以降….....・H ・..........................................................................................35

挿図目次

第 1図周辺地形図・ H ・H ・H ・H ・.........................

第2図 グリッド分割図…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・...

第3図 確認調査状況図.........・H ・..…・・

第4図 大袋塔之下遺跡と周辺の主要遺跡...・H ・..…...・H ・-

第 5図基本層序...・ H ・H ・H ・..…...・ H ・.....・ H ・..……...・ H ・..………………...・ H ・..………………… 6

第6図 S101..… 
第 7図 S102………...・ H ・..………...・ H ・.....・ H ・...….....・ H ・....・ H ・.....・ H ・...・ H ・....・ H ・...・ H ・-….8

第8図 S103…...・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・..……...・ H ・...・ H ・...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・...・ H ・H ・H ・.......・ H ・9



第 9図 S104・H ・H ・..…...・ H ・..…….........・ H ・...・ H ・H ・H ・.....・ H ・-…....・ H ・...・ H ・....………........10

第10図 S105…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・..…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..……12

第11図 S106・07…...・ H ・..……...・ H ・.....・ H ・....・ H ・.....・ H ・...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・...・ H ・-…14

第12図 S108・09・10・H ・H ・..…...・ H ・.....・ H ・....・ H ・....・ H ・-………….........・ H ・....・ H ・....・ H ・-…16

第13図 SB01...…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・...・ H ・...・ H ・..…...・ H ・......・ H ・.....・ H ・....・ H ・...・ H ・.....……17

第14図 SB02…...・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・....・ H ・...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..…18

第15図 SD01・02・H ・H ・.....・ H ・..…...・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・..………………...・ H ・..…...・ H ・..……19

第16図 土坑 ( 1 ) ・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・21

第17図 土坑 ( 2) ...... ......・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・23

第18図 土 坑 (3) ....・ H ・-…...・ H ・...・ H ・-… H ・H ・...・ H ・..……… H ・H ・-… H ・H ・.....・ H ・....・ H ・...・ H ・..25

第19図 その他の遺物……...・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・..……...・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・..26

第20図遺構外出土土器(1) ... ...... ... ...... ........ .... ... ... ...... ....... ..... ......... ... ...... ....... ..27 

第21図 遺構外出土土器 ( 2 ) …...・H ・..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・28

第22図 石器 ( 1 ) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ H ・H ・.....・ H ・-…30

第23図 石器 ( 2 ) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ H ・H ・...・ H ・31

第24図 石 器 (3) .... ........ ... ... ... ... ... ...... ... ... ... ... ... ... ...... ....... ..... ...... ...... ... ...………32 

第25図 石器 ( 4 ) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・33

第26図遺構配置図...・ H ・H ・H ・..…...・ H ・.......................................................................37

図版目次

図版 1 遺跡周辺航空写真

図版 2 S 101全景、 S102全景、 S102カマド

図版 3 S 103全景、 S103カマド、 S104全景

図版 4 S 105全景、 S103・08・09・10全景、 S104・06・07全景

図版 5 S B02全景、 SD01全景、 SD02全景

図版 6 S K01全景、 SK03全景、 SK04・05全景、 SK09・10全景、 SK11全景、 SK12全

景

図版 7 S K15・16全景、 SK21全景、 SK23全景、 SK26全景、 SK24全景、 SK24馬歯出

土状況

図版8 遺構内出土土器

図版9 出土石器



第 1章序説

1.調査に至る経緯

千葉県の北東部に位置する成田市周辺では、新東京国際空港の建設に伴う様々な周辺対策事

業が行われている。その一環として新東京国際空港公団では、空港周辺地域のTV受信状況を

改善するため成田市大袋塔之下地先にTV中継放送局の建設を計画した。この事業の予定地は

周辺に埋蔵文化財が数多く所在する地域であり、また昭和59年に東京電力の送電線鉄塔建設に

伴う発掘調査によって集落遺跡の存在が確認された遺跡内でもあった。このため、 TV中継放

送局の建設に先立ち、千葉県教育委員会では新東京国際空港公団と協議を重ねた。その結果、

予定地内に所在する埋蔵文化財については記録保存の措置がとられることになり、財団法人千

葉県文化財センターが発掘調査を実施することになった。

2.調査の方法と経過

調査の基本的な方法としては、事業範囲約5，800m'のうち施設が建設される部分1，600m'を調

査の対象とし、まず確認調査を実施し、その結果に基づいて本調査を行うというものである。

調査区内のグリッド設定は、事業範囲を公共座標に合わせて40mX40mの方眼網で覆い、大

グリッドを設定した。大グリッドの呼称は、東西方向を西からA"-'D、南北方向を北から 1"-'4

にして、 A1"-'D4グリッドとした。大グリッドの中をさらに 4mX4mの小グリッド100個に

分割した。小グリッドは北西隅を起点に00"-'99の番号をふり、大グリッドと組み合わせてA1-

00、C3-99のように呼称した。

発掘調査は平成 2年11月1日から開始した。上層の確認調査は、遺構・遺物の分布状況・密

度等を把握するため調査対象地に対象面積の10%のトレンチ・グリッドを設定し、 11月中旬ま

で行った。その結果調査対象地全域に遺構が分布していることが明らかとなり、全域が本調査

の対象となった。本調査は重機によって表土層を除去した後遺構の精査を行った。

下層の確認調査は、上層の遺構精査と平行して、遺構の検出されない部分から順次対象面積

の4%のグリッドを設定し、 12月上旬"-'12月中旬にかけて行った。その結果、遺構・遺物は検

出されず、本調査へは移行しなかった。

その後調査対象地の縁辺部分に検出された遺構について、完掘をめざして調査対象地外へ拡

張を行った。しかし南東隅に検出された住居跡群については、事業範囲外に延びているため完

掘できなかった。一部拡張の結果、最終的な調査面積は約2，OOOm'となった。 12月26日にすべて

の調査を終了した。
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3.遺跡の概要

(1) 遺跡の立地

大袋塔之下遺跡は、 ]R成田駅から西へ約 3kmの成田市大袋字塔之下223-6ほかに所在する。

千葉県の北部に位置する成田市は広大な下総台地によってその大半が占められている。この

台地は、成田市域では東側の空港予定地周辺ではあまり開析を受けていないため平坦面が広く

残っているが、西側の印据沼周辺では樹枝状に多くの谷が開析を受けているため、細長い谷底

に低地が広がるという対照的なあり方をみせている。

本遺跡は印描沼水系に属しており、印据沼に注ぐ江川によって開析された支谷に臨む台地上

に立地している。遺跡をのせる台地は、西側と南側にも小支谷が入り込んでいるため複雑な地

形となり三角形状を呈し、その先端部に遺跡が所在する。遺跡の標高は約28m、沖積低地との

比高差約20mを測り、斜面(特に東側)はかなり急峻なものとなっている。今回の調査区は遺

跡の東側部分を対象として行われたもので、調査対象地は南東から北西に向かつて緩やかに傾

斜している。

(2) 周辺の主要遺跡

大袋塔之下遺跡(1)の所在する印据沼水系には数多くの遺跡が分布しており、古くから人

間活動の舞台としての条件が整っていたことがうかがえる。周辺の主な遺跡を時代を追ってみ

てみる。

旧石器時代の遺跡は、その性格上大規模な発掘調査によって初めて明らかになることが多い

ため、大規模な発掘調査例が少ない当遺跡周辺ではほとんど知られた遺跡はない。わずかに大

袋金堀遺跡でナイフ形石器の出土が知られ、江川をはさんで対岸に位置する成田ニュータウン

内の10遺跡で遺物の出土が知られるのみである。ただ最近では当遺跡の南東に位置する公津東

遺跡群において大規模な発掘調査に伴い、旧石器時代の遺跡が調査されつつある。

縄文時代の遺跡としては、成田ニュータウン内で早期・前期の集落が確認されているだけで、

遺物の出土が報告されている遺跡がいくつかあるものの、その実態は旧石器時代と同様に明ら

かでない。わずかに北西に所在する後・晩期の台方花輪貝塚(8 )が知られるのみである。

弥生時代の遺跡は成田市内でも数少なく、当遺跡周辺ではほとんど確認されていなしh。

古墳時代になると遺跡数が増加する。まず古墳では、成田ニュータウン内で調査された天王・

船塚古墳群、本遺跡の北西に位置し、かつて変形神獣鏡が出土した丸塚を含む台方・下方古墳

群 (7 )、南に位置し、馬形埴輪が採集された宗吾・飯仲古墳群(5 )などがある。また印揖沼

に向かつて延びる細長い台地上には、五郎台古墳群(9 )や北須賀・勝福寺裏古墳群 (11) が

ある。集落遺跡では成田ニュータウン内の遺跡を初めとして、特に後期に多くの遺跡が周辺に

存在する。本遺跡も昭和59年に一部発掘調査が実施され、後期の住居跡が検出されている。ま
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た南に位置する大袋台畑遺跡(2 )でも後期の住居跡が検出されている。さらに、南西側の宗

吾西鷺山遺跡(3 )や下方内野南遺跡(4 )では古墳時代~奈良・平安時代にかけての大集落

が検出されている。その他成田ニュータウン内や公津東遺跡群で後期の集落が検出されている。

奈良時代~平安時代についても古墳時代同様に遺跡数が多い。成田ニュータウン内や公津東

遺跡群での大規模な集落の検出のほか、本遺跡や大袋台畑遺跡で住居跡が検出されている。

中世城郭では、印膳沼に向かつて延びる台地上に鷺山(公津)城跡(6 )や栂波山砦跡 (10)

があり、遺構も良く残っている。

(3) 基本層序

大袋塔之下遺跡の層序は第5図のとおりである。

調査対象地は南東から北西に向かつて緩やかに傾斜

している。台地平坦面に近く、比較的遺存状態が良

い調査対象地の中央やや東よりのC2-57グリッド

の東壁断面を基本層序とした。

I層 (黒褐色土) 表土層。

皿層 (黄褐色ローム) いわゆるソフトローム

層。

IY'" V層 (黄褐色ローム) 分層は困難であっ

た。

YI層 (明黄褐色ローム) AT (姶良丹沢ノfミ

ス)を含む層。

VII層 (黄褐色ローム) 第2黒色帯の上部に相

当する。

IX層 (黄褐色ローム) 第2黒色帯に相当する。

X層 (暗茶褐色ローム) 立川ローム層最下層。

E層 (褐色ローム) 武蔵野ローム層最上層。

- 6ー
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第 2章遺構と遺物

1.住居跡

S 101 (第 6図、図版2) 

調査区の南西、 B2-90・91グリッド等に検出された。南側約 5mにS102が位置する。ゴボ

ウ耕作時のトレンチャーの痕跡が縦横に認められ、床面を掘り抜きハードローム層にまで及ん

でいる。なお、同様の損壊が今回発掘されたすべての住居跡で認められる。

平面形はほぼ正方形を呈し、規模は東西3.8x南北3.6mを測る。検出面からの掘り込みの深

さは深いところで20倒、平均して15叩前後を測る。壁溝はカマドの部分を除いて全周し、幅約

10""""20cm、深さ約10，..，....15cmを測る。ピットは検出されなかった。床面は凹凸に富み、軟弱であ

る。覆土はロームブロックを含む暗褐色土の単一層であった。カマドは北壁の中央よりやや東

に寄った位置に構築されている。耕作時の揖乱のため遺存状態が悪いが、両袖と火床部の焼土

が確認できた。カマド内の覆土は、灰・炭化物・焼土粒を含む黒褐色土であった。

4 ミ斗=ノ
A A 

2 

三三4

~へ\
A A 

~三 。 10cm 

。 2m 

第6図 S1 01 

遺物は散漫な出土状況を示し、量も少ない。 1は土師器の坪で、住居跡南側から出土した破

片が接合しでほぼ完形に復原できたものである。口径13.4cm、器高3.5仰を測る。底部は平底化

- 7一



しており、体部との境に稜を有する。外面はへラケズリの後ナデが加えられ、内面はミガキに

近いナデが加えられる。口唇部はヨコナデされる。底部外面に墨書が認められる。「繋J?であ

ろうか。乳褐色を呈し、焼成は良い。 2は須恵器の蓋でカマド内から出土したものである。体

部から天井部にかけての部分で 2/5が遺存している。推定口径14cm、遺存高2.9叩を測る。天

井部は回転へラケズリされる。胎土には石英粒・雲母粒を含み、暗灰褐色を呈する。焼成は良

し)0

-回
.DI 

4 
A 。 。A 

.2 
1 • 。 。

.DI -回

A 

。 2m 

-j  

。 10cm 2 

第 7図 S102 
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5 102 (第7図、図版2) 

調査区の南西端、 B3-10・11グリッド等に検出された。北側約 5mにS101が位置する。

平面形は長方形を呈し、規模は東西5.5X南北5mを測る。検出面からの掘り込みの深さは深

いところで20佃、平均して15叩前後を測る。壁溝はカマドの部分を除いて全周し、幅約20.......30

個、深さ約3.......10佃を測る。ピットは 4本検出された。いずれも主柱穴と考えられ、深さは60.......70

佃を測る。床面は凹凸に富み、軟弱である。覆土はロームプロックを含む暗褐色土の単一層で

あった。カマドは北壁の中央に構築されている。耕作時の擾乱を受けているが、今回調査した

カマドの中では比較的遺存状態が良い。両袖と火床部が確認できた。

遺物は散漫な出土状況を示し、量も少ない。 1は内面黒色処理された土師器坪で、住居跡西

側から出土したものである。 1/4が遺存している。推定口径14.3cm、器高4.4佃を測る。外面

体部下端は回転へラケズリされる。底部外面には静止糸切り痕が認められ、周縁部には回転へ

ラケズリが施される。乳褐色を呈し、焼成は良い。 2は須恵器の聾の破片で、住居跡の西側か

ら出土したものである。胴部外面には平行タタキが施される。胎土には石英粒を多く含み、淡

黄灰色を呈する。断面は器肉が黄灰色、器表が樟褐色のサンドイツチ状を成す。焼成は良い。
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S 103 (第 8図、図版3) 

調査区の南東端、 B3-08・09グリッド等に検出された。南東側でS108・09と重複し、 S1 

03の方が新しい。

平面形はやや長方形を呈し、規模は東西4.7X南北4.9mを測る。検出面からの掘り込みの深

さは 5"'-'35cmと差があり、北側が深い。壁溝は北壁と南壁の 3/5を除いて検出された。ピッ

トは 8本検出された。壁際の 4本は主柱穴と考えられる。いずれも 2つのピットからなり、内

側が35佃 "'-'45仰、外側が50cm"'-'65cmと外側の方が深い。浅い内側のピットが古いと考えられ、

拡張により柱の位置がやや外側へ広がったものと思われる。南壁際のピットは出入口ピットと

考えられる。深さ30cmを測る。その他のピットは20"'-'30cmとやや浅い。床面は凹凸に富み、軟

弱である。覆土はローム粒を含む暗褐色土を主体としたものであった。カマドは北壁の中央に

構築されている。耕作時の揖乱を受けてはいるが比較的遺存状態は良く、両袖と火床部が確認

できた。

遺物は散漫な出土状況を示し、量も少ない。図示できるものはない。

S 104 (第9図、図版3) 

調査区の南東端、 D2-90・91グリッド等に検出された。東側でS106と重複し、 S104の方

が新しい。
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平面形はほぼ正方形を呈し、規模は東西 4x南北4.1mを測る。検出面からの掘り込みの深さ

は平均して20cm前後を測る。壁溝はカマドの部分を除いて全周し、幅約20---40cm、深さ約5---10

cmを測る。ピットは 2本検出された。住居跡の中央やや西よりの床面から検出されたものは柱

穴の可能性も考えられるが、深さ約12cmと浅い。カマド右脇から検出されたものは検出面から

の深さ約66cmを測るが、性格は不明である。床面は凹凸に富み、軟弱である。覆土はロームプ

ロックを含む暗褐色土の単一層であった。カマドは北壁の中央に構築されている。耕作時の撹

乱を受けてはいるが、両袖と火床部が確認できた。

遺物は散漫な出土状況を示し、量も少ない。 1は土師器の杯で、 2/5が遺存している。推

定口径12.8cm、遺存高3.7cmを測る。外面体部下端はへラケズリされる。乳樺色を呈し、焼成は

良い。

S 105 (第10図、図版4) 

調査区の北東、 C2-18・19グリッド等に検出された。南側約27mにS103が位置する。

平面形は正方形を呈し、規模は東西6.7X南北6.8mを測る。検出面からの掘り込みの深さは

平均して5cm前後を測る。壁溝は検出されなかった。ピットは 5本検出された。やや大きめの 4

本のピットは主柱穴と考えられる。深さは50---70cmを測る。南壁際のやや小さめのピットは、

出入口ピットと考えられる。深さ約55cmを測る。床面は凹凸に富み、軟弱である。覆土はロー

ムブロックを含む暗褐色土の単一層であった。カマドは北壁の中央やや西よりに構築されてい

る。耕作時の揖乱を受けてはいるが、両袖と火床部が確認できた。

遺物は散漫な出土状況を示し、量も少ない。 1は土師器の椀で、 2/5が遺存している。推

定口径12cm、遺存高4.8cmを測る。体部外面は粗くへラケズリされ、口唇部はヨコナデされる。

胎土には砂粒を多く含む。樟褐色を呈し、焼成は良い。 2は土師器の粗製の高杯であろうか。

1/3が遺存する。推定脚径10.6cm、遺存高6.6cmを測る。内外面とも粗くへラナデされる。胎

土には砂粒を多く含み、全体的に組い作りである。檀褐色を呈する。
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S 106 (第11図、図版 4) 

調査区の南東、 D2-91、D3-01グリッド等に検出された。西側でS104、東側でS107と重

複し、 S104より古いが、 S107との前後関係は明らかではない。東側 1/3は調査区域外に

あるため調査できなかった。

平面形は方形と考えられ、一辺約5.9mの規模になるものと思われる。検出面からの掘り込み

の深さは約20cmを測る。壁溝は検出されなかった。ピットは 3本検出された。いずれも主柱穴

と考えられる。深さは60'"'-'80cmを測る。なお住居跡東側には耕作時の撹乱が大きく入っており、

4本目は検出できなかった。床面は凹凸に富み、軟弱である。覆土はロームブロックを含む暗

褐色土の単一層であった。カマドは 4号住居跡に破壊されているが、火床部のみを北壁のほぼ

中央で検出することができた。

遺物は散漫な出土状況を示すが、量は比較的多い。 1は土師器の坪で、ほぽ完形である。口

径12.6cm、底径5.6cm、器高3.7cmを測る。外面体部下端と底部は手持ちへラケズリされる。胎

土には石英粒を含み、暗赤褐色を呈する。 2は土師器の坪で、 1/3が遺存する。推定口径13

cm、底径 7cm、器高3.5cmを測る。外面体部下端と底部は手持ちへラケズリされる。胎土には石

英粒を多く含み、内面は暗檀色、外面は黒褐色を呈する。 3は土師器の坪で、 2/5が遺存す

る。推定口径13仰、推定底径 7cm、器高3.6cmを測る。外面体部下端と底部は手持ちへラケズリ

される。胎土には石英粒を多く含み、檀褐色を呈する。 4は土師器の皿で、 3/4が遺存する。

口径13.4cm、底径5.4cm、器高2.3cmを測る。底部には回転糸切り痕が認められる。体部外面に

は「宅Jと墨書されている。淡褐色を呈する。 5は土師器の杯の底部破片である。底径6.4cmを

測る。回転糸切り痕が認められ、周縁部は回転へラケズリされる。胎土には石英粒・雲母粒を

含み、乳樟色を呈する。 6は墨書を有する土師器の坪の口縁部破片である。墨書の字形は不明

で、墨書自体も不鮮明である。

S 107 (第11図、図版 4) 

調査区の南東端、 D2-91・92グリッド等に検出された。西側でS106と重複しているが、前

後関係は明らかではない。東側 2/5は調査区域外にあるため調査できなかった。

平面形及び規模は重複のため明らかではないが、カマドの位置等からして、ほぽ一辺が 4m

前後の方形を呈するものと思われる。検出面からの掘り込みの深さは20cm前後を測る。壁溝及

びピットは検出されなかった。床面は凹凸に富み、軟弱である。覆土はロームブロックを含む

暗褐色土の単一層であった。カマドは耕作時の撹乱を受けており、遺存の悪い両袖と火床部が

確認できた。

q
J
 



-171ー

開1T~ LO・901S 

ID 
(90 I S) S 

~ ==-l '¥ 

。 ωOOL 

Fア¥

f~ 
コ
二
一 ーご:

 

円
、
d

n
H
u
 

n
w
d
 (

 
)
 

F
3
 

n
H
U
 

内
u
d (
 

。

:可

三ヨ一一

凶Z

国・

回・

v 

国・

国・

① 

。③ 

ヤ015

の

t 



遺物は散漫な出土状況を示し、量も少ない。 7は土師器の坪で、 1/4が遺存する。推定口

径11叩、推定底径 6cm、器高3.7仰を測る。外面体部下端と底部は手持ちへラケズリされる。胎

土には砂粒を多く含み、乳糧色を呈する。 8は土師器の坪の底部破片である。底径7.4側、残存

器高3.4αnを測る。底部には静止糸切り痕が認められる。内面は乳檀色、外面は赤褐色を呈す

る。

S 108 (第12図、図版 4) 

調査区の南東端、 C3-09・19グリッド等に検出された。西側でS103、東側でS109・10と

重複し、 S110より新しく、 S103より古いが、 S109との前後関係は明らかではない。

平面形及び規模は重複のため明らかではないが、遺存している壁からして、東西4.5X南北4.9

mの長方形を呈するものと思われる。検出面からの掘り込みの深さは30佃前後を測る。壁溝及び

ピットは検出されなかった。床面は凹凸に富み、軟弱である。覆土はロームブロックを含む暗

褐色土の単一層であった。カマドは西壁側に構築されていたと思われるが、 S103との重複に

より遺存していない。

遺物は散漫な出土状況を呈し、量も少ない。図示できるものはない。

S 109 (第12図、図版 4) 

調査区の南東端、 C3-19・29グリッド等に検出された。西側でS103・08、東側でS110と

重複し、 S103より古く、 S110より新しいが、 S108との前後関係は明らかではない。

平面形及び規模は重複のため明らかではないが、遺存している壁からして、ほぽ一辺が3.8m

前後の方形を呈するものと思われる。検出面からの掘り込みの深さは20cm前後を測る。壁溝は

検出されなかった。ピットは 5本検出された。壁際の 4本はいずれも深さ35cm前後で、主柱穴

と考えられる。中央の 1本は深さ20仰とやや浅い。床面は凹凸に富み、軟弱である。覆土はロ

ームブロックを含む暗褐色土の単一層であった。カマドは S103・09との重複により、遺存し

ていない。

遺物は散漫な出土状況を示し、量も少ない。 lは土師器の坪で、 2/5が遺存する。推定底

径7.5cm、残存器高3.4cmを測る。底部には静止糸切り痕が認められる。内面は乳樟色、外面は

赤褐色を呈する。
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S I 10 (第12図、図版4) 

S 108・D3-10・20グリッド等に検出された。西側でS108・09と重複し、調査区の南東端、

09の方が新しい。東側 3/5は調査区域外にあるため調査できなかった。

平面形は、遺存している壁及びカマドの位置等からして、一辺が約 5m前後の方形を呈する

ものと思われる。検出面からの掘り込みの深さは5cm前後と極めて浅い。壁溝及びピットは検出

されなかった。床面は凹凸に富み、軟弱である。覆土はロームブロックを含む時褐色土の単一

カマドは北壁のほぼ中央と思われる位置に構築されていた。耕作時の撹乱を大き層であった。

く受けていたが、遺存の悪い両袖と火床部が確認できた。

遺物はカマド内から若干の土器が出土しただけで、図示できるものはない。
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2 .掘立柱建物跡

S 801 (第13図)

調査区の南東C2-85・86グリッドに検出された。南東側でSK18と重複するが、 SB01の方

が新しい。 1間x2間で、長軸 3m、短軸2mの長方形を呈する。柱穴はいずれも不整な楕円

形を呈し、径O.8~1.4m、深さ O.3~O.65m を測る。遺物は出土していない。
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S 802 (第14図、図版5) 

調査区の中央やや北東のC2-54・55グリッド等に検出された。 1間x2間で、長軸 4m、短

軸3.4mの長方形を呈する。柱穴はいずれも不整な楕円形を呈し、径O.6~ 1 m、深さ O.35~O.95

mを測る。遺物は出土していなし=。
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3.溝・柵列

S 001 (第15図、図版5) 

調査区の南東端で検出され、北西から南東方向に走る溝である。 SK19・S002と重複する

が、 S002より古く、 SK19より新しい。検出された全長は13.5mで南東側は調査区外に延び

ている。幅約 1m、深さ0.25"'0.5mで東側が浅くなる。覆土はローム粒を含む黒褐色土であ

る。遺物は覆土中から土師器を主体として土器片が少量出土しているのみで図示できるものは

ない。

S 002 (第15図、図版5) 

調査区の南東で検出され、南西から北東に走る柵列である。 SK20・S001と重複するが、

S 002の方が新しい。検出された全長は13.5mで北東側は調査区外に延びている。幅0.8"'1.4

m、深さ0.2mの溝状の掘り込みの中に、楕円形で径1"'2.5m、深さ0.3"'0.7mの柱状の掘り込

-18-
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みが8基並んでいる。覆土はローム粒を含む黒褐色土である。遺物は覆土中から土師器を主体

として土器片が少量出土している。その他煙管が出土している(第四図)0 1は須恵器の坪で 3/

5が遺存する。推定口径13.8畑、器高4.2仰を測る。外面体部下端は回転へラケズリされる。底

部は手持ちへラケズリされ、切り離し技法は不明である。胎土中に石英粒を多量に含み、淡灰

色を呈する。焼成は良い。

- 19ー



4.土坑

今回の調査では最終的に69基の土坑が調査された。これらの土坑のうちには覆土の状況等か

らして近代以降の可能性の高いものも含まれている。したがってここでは覆土の状況や形態、

遺物等から明らかに遺構としてとらえられるもののみを対象として記述する。

S KOl (第16図、図版6) 

調査区西側のC2-60・70グリッド等に検出された。規模は2.7X2.2mで、隅丸長方形を呈す

る。検出面からの深さは0.65mを測る。底面はほぼ平坦である。覆土は、上部は揖乱が著しい

ため不明だが、下部はロームプロックを含む黒褐色土を主体とする。遺物は覆土中から瀬戸・

美濃産の天目茶碗の底部が出土している。

S K03 (第16図、図版6) 

調査区の南西端のC3-11・12グリッド等に検出された。規模は2.8X1.7mで、長方形を呈す

る。検出面からの深さは0.3mを測る。底面はほぼ平坦である。覆土はロームプロックを主体と

する黒褐色土からなる。遺物は出土していない。

S K05 (第16図、図版6) 

調査区の中央やや北寄りのC2-34・35グリッドに検出された。規模は3.2X1.8mで、隅丸長

方形を呈する。検出面からの深さはO.45mを測る。底面はほぼ平坦である。覆土はロームブロ

ックを主体とする暗褐色土からなる。遺物は出土していなしヨ。

S K06・07・08(第16図)

調査区の中央やや北側寄りのC2-23・24グリッドに検出された重複する 3基の土坑である。

S K08→07→06の順に新しくなる。 SK06は規模3.2X2.65mの不整な楕円形を呈し、深さは

0.25mを測る。底面はほぽ平坦である。覆土はローム粒を主体とする黒褐色土からなり、遺物

は出土していなし~o S K07は規模1.55X1. 3mのやや長方形を呈し、深さは0.55mを測る。底面

はほぼ平坦である。覆土はロームプロックを含む黒褐色土を主体とし、遺物は出土していない。

SK08は規模2X1.6mの長方形を呈し、深さは0.55mを測る。底面はほぼ平坦である。覆土は

ロームプロックを含む黒褐色土を主体とし、遺物は出土していない。

S K09・10(第16図、図版6) 

調査区の南側C3-12グリッドに検出された。規模は3.15X1.25mで、隅丸長方形を呈する。

検出面からの深さは0.4mを測る。底面はほぼ平坦であるが、北側に1XO.9m、深さ0.3mの円

形の掘り込み (SK10)がある。覆土はロームブロックを主体とする黒褐色土からなる。遺物
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は出土していない。

S Kll (第四図、図版6) 

調査区の中央やや北寄りのC2-32・33グリッド等に検出された。規模は2.05X1.8mで、隅丸

の不整な長方形を呈する。検出面からの深さは0.45mを測る。底面はほぼ平坦である。覆土は、

上部はロームプロックを主体とする黒褐色土で、下部には黄白色粘土が約10叩の厚さで貼られ

ていた。遺物は出土していない。

S K 12 (第17図)

調査区の北西C2-41・42グリッドに検出された。規模は2.7X 1.5mで、不整な楕円形を呈す

る。検出面からの深さは0.15mを測る。底面はほぼ平坦であるが、東側に径0.75m、深さ0.7m

の円形の掘り込みがある。覆土はロームプロックを含む暗褐色土で、遺物は出土していない。

S K15・16・26(第17図、図版7) 

調査区の北西C2-48・49グリッド等に検出された重複する 3基の土坑である。 SK15より 16

が新しいが、 SK26との新旧関係は不明である。 SK15は規摸3.25X3.15mの隅丸方形を呈し、

深さは0.15mを測る。底面はほぽ平坦である。覆土はローム粒を含む暗褐色土で、遺物は出土

していなしlO S K16は規模1.5X1. 35mの不整な方形を呈し、深さは0.25mを測る。底面はほぽ

平坦である。覆土は、上部は粘土粒を含む暗褐色土で、下部には黄白色粘土が約15佃の厚さで

貼られていた。遺物は出土していなしlO S K26の規模は重複のため詳細は不明であるが、ほぽ

一辺が1.6m程の隅丸方形を呈するものと思われる。深さは0.15mを測る。底面はほぽ平坦であ

る。覆土はロームプロックを含む暗褐色土で、遺物は出土していなし3。

S K 18 (第17図)

調査区の中央やや南東よりのC2-86・87グリッドに検出された。 SB01と重複するが、 SB

01のほうが新しい。規模は2.9X2.6mで、不整な隅丸長方形を呈する。検出面からの深さは0.45

mを測る。底面はやや凹凸に富んでおり、ピット状の掘り込みが4本認められる。深さはいず

れも0.25m前後を測る。覆土はロームプロックを含む暗褐色土で、遺物は出土していない。

S K19 (第17図)

調査区の南東C2-99、C3-09グリッド等に検出された。 SD01と重複するが、 SD01の方が

新しい。規模は推定すると2.15X1.9m程度と思われ、不整な楕円形を呈する。検出面からの深

さは0.35mを測る。底面はやや凹凸に富む。覆土は、上部はローム粒を多く含む黒褐色土で、
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下部には黄白色粘土が約25佃の厚きで貼られていた。遺物は覆土中から瀬戸・美濃産の灰軸の

茶碗の破片が出土している。

S K20 (第17図)

調査区の南東C2-89・99グリッドに検出された。 5D02と重複するが、 5D02の方が新しい。

規模は3.25X2.1mで、不整な楕円形を呈する。検出面からの掘り込みは0.25mを測る。底面は

ほぼ平坦である。覆土はローム粒を含む暗褐色土で、遺物は出土していない。

S K21 (第17図)

調査区の北西B2-49グリッドに検出された。規模は1.6Xl.35mで、隅丸長方形を呈する。検

出面からの深さは0.35mを測る。底面はほぼ平坦である。覆土は、上部はローム粒を多く含む

暗褐色土で、下部には黄白色粘土が約15佃の厚さで貼られていた。遺物は出土していない。

S K22 (第四図)

調査区の中央やや北西のC2-42・52グリッドに検出された。規模は2X1.8mで、不整な隅丸

の長方形を呈する。検出面からの深さは0.45mを測る。底面はほぼ平坦である。覆土は、上部

はロームプロックを多く含む暗黄褐色土で、下部には黄白色粘土が約10叩の厚さで貼られてい

た。遺物は出土していない。

S K23 (第四図、図版7)

調査区の北西端B2-29グリッドに検出された。規模は径2.4mで、不整な円形を呈する。検出

面からの深さは平均して0.75mを測る。底面はほぼ平坦である。覆土は、上部は撹乱が著しく

不明である。中部はローム粒を多く含む暗褐色土で、下部には黄白色粘土が約10佃の厚さで貼

られていた。遺物は粘土層中から瀬戸・美濃産の灰軸の鉢(第21図)・皿の破片及び磨石(第25

図)・炭化材が出土している。

S K24 (第18図、図版 7) 

調査区の中央やや南東よりのC2-86・96グリッドに検出された。規模は3.4X2.4mで、隅丸

長方形を呈する。検出面からの深さは0.35mを測る。底面はほぽ平坦である。覆土はローム粒

を多く含む暗褐色土で、中位から馬歯が出土している。遺物は出土していない。

a唖。4



S K25 (第四図)

調査区のほぼ中央C2-63・64グリッド等に検出された。規模は2X1. 7mで、隅丸長方形を呈

する。検出面からの深さはO.45mを測る。底面はほぼ平坦である。覆土はロームブロックを多

く含む暗褐色土で、遺物は出土していない。

S K27 (第18図)

調査区のほぼ中央C2-54・64グリッドに検出された。規模は1.7X 1.4mで、隅丸長方形を呈

する。検出面からの深さはO.5mを測る。底面はほぼ平坦である。覆土はロームブロックを多く

含む暗褐色土で、遺物は出土していない。
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S K28 (第四図)

調査区のほぼ中央C2-53・63グリッドに検出された。規模は1.6X1.25mで、隅丸長方形を呈

する。検出面からの深さはO.35.-...-0. 5mを測る。底面はほぼ平坦で、ピットが2本検出された。

深さは約0.2mである。覆土はロームブロックを多く含む暗褐色土で、遺物は出土していない。

S K41 (第18図)

調査区の中央やや南C2-84グリッドに検出された。規模は1.15X1.05mで、ほぽ方形を呈す

る。検出面からの深さは0.2mを測る。底面はほぼ平坦である。覆土は、上部はロームブロック

を多く含む暗褐色土で、下部には黄白色粘土が約15cmの厚さで貼られていた。遺物は出土して

いない。

S K55 (第四図)

調査区の中央やや北のC2-44・45グリッドに検出された。規模は1.65X 1.4mで、隅丸方形を

呈する。検出面からの深さは0.35.-...-0.45mを測る。底面はほぽ平坦である。覆土はロームブロ

ックを多く含む暗褐色土で、遺物は出土していない。

5 .その他の遺物(第19図)

1はSK55出土の土玉で、 3/5ほどが遺存する。 2は遺構外出土の土玉の半欠品である。

3は遺構外出土の雁股式の鉄鉱で、刃部先端を欠失する。錆が著しく、遺存状態が悪い。 4は

S D02出土の煙管の雁首部である。

96  。。
悶 ミーJ

4 

2 3 。 5cm 

第19図 その他の造物
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6.遺構外出土土器(第20・21図)

ここでは、グリッド ・トレンチ出土や表土層出土などの遺構に伴わない土器及び遺構内出土

であっても明らかに混入と考えられる土器について記述する。

今回の調査では縄文土器が約30点出土している。中期を中心とした時期のものである。これ

らのうち 9点を図示することができた。 1はRL縄文が施されるものである。 2は沈線が施さ

れるものである。いずれも前期のものと考えられる。 3~5 は沈線と RL縄文が施されるもの

で、加曽利E式と考えられる。 6は半載竹管と LR縄文が施されるもので、やはり加曽利E式

となろう。 7は沈線と刻み目、 RL縄文が施されるもので、加曽利B式と考えられる。 8・9

は太い LR縄文が施されるもので、やはり加曽利B式となろう。

今回の調査で確実に弥生土器と考えられるのは 2点のみである。そのうち l点を図示するこ

とができた。 10は口縁部の破片で、口唇部には LRの細縄文が施され、口縁部下端には縄文原

体の押捺が加えられるものである。後期のものと考えられる。
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第20図 遺構外出土土器(1)
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10 

9 

。 10cm 

遺構外からは比較的多量の土師器 ・須恵器 ・陶磁器が出土しているが、細片が多く図示でき

るものは極めて少ない。 11は須恵器の底部破片である。底径7，6cm、遺存高2.5cmを測る。体部

下端は回転へラケズリされ、底部は手持ちへラケズリされる。胎土には石英粒を多く含み、暗

い青灰色を呈する。 12は土師器のミニチュア土器で、 2/5が遺存する。外面はへラケズリさ

れる。焼成は良く、乳褐色を呈する。口径 8cm、遺存高3，9cmを測る。 13は墨書を有する土師器
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の坪の底部破片である。墨書の字形は不明であるが、残存する墨書は明瞭である。 14はSK23 

から出土した瀬戸 ・美濃産の鉢の体部中位から底部である。底部は回転へラケズリされ、削 り

出し高台となる。内面と外面の体部中位には緑色の灰軸がかかる。底径4.5cm、遺存高5.8cmを

測る。 15は瀬戸 ・美濃産の天目茶碗で 3/5が遺存する。体部には内 ・外面とも鉄粕がかかる。

底部は回転へラケズリされ、削り出し高台となる。 口径12cm、底径4.2cm、器高6.7cmを測る。

16は土師質土器の底部破片である。底部は回転糸切り後無調整である。焼成は良く、檀褐色を

呈する。 17は瀬戸 ・美濃産の皿で、 1/2が遺存する。底部は回転糸切りされ、体部内面には

淡黄色の灰粕がかかる。口径8cm、底径3.9cm、器高1.6cmを測る。 18は瀬戸 ・美濃産の折縁の

深皿の口縁部破片である。内・外面とも淡黄色の灰柚がかかる。推定口径34cm、遺存高4.4cmを

測る。

このほかに、浅い整理箱 1箱分の陶磁器が出土している。中世では瀬戸・美濃産の灰柚の碗・

小皿 ・鉢、常滑産の大聾 ・鉢、近世では徳利 ・播鉢 ・培焔等である。
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7 .石器(第22図~第25図、図版 9) 

1'"'-'6は縄文時代の石器と思われる。縄文土器の時期が中期~後期のものが多く出土してい

ることから、おそらく中期~後期の所産の石器と思われる。 7'"'-'14は奈良・平安時代の所産の

石器である可能性が高い。 15'"'-'19はどの時期の所産のものであるか不明である。

1は石鎮である。全面に細かい調整加工が施されている。 2は模形石器である。両極剥離に

よって生産された剥片を素材として長軸方向に加工が施されている。 3は削器である。 4は下

端部に両側縁から調整加工が施されている二次加工のある剥片である。 5は円礁を分割した剥

片である。 6は磨製石斧の基部が残存したものである。円離を素材として、両面を調整加工に

よって成形した後に平坦面は研磨されている。 7'"'-'14は砥石である。 7'"'-'9は直方体の形状で

ある。研磨痕は、両面と側面部には認められるが上下両端部には認められない。 10は分割離を

素材として、平坦面に研磨痕が認められる。 11'"'-'13は細長い直方体の形状である。平坦面は研

磨によって窪んでいる。 14は分割してしまった砥石の未製品と思われる。 15'"'-'17は磨石である。

18・19は敵石である。磨石・敵石ともに円離を素材としている。

なお、 7'"'-'14の砥石の特徴から、製作過程を次の①~③の工程に推定復原した。

①素材原形の製作は、大形の柔らかい凝灰岩を母岩として、 1'"'-'2皿程度の線状の溝が数条同

一方向にみられることから、鋸のようなもので直方体の素材原形を切り出す。

②素材製作は、素材原形を用途に応じて適当な大きさに切り出す。

③研磨は、表裏・両側面に行われる。研磨が進むにしたがって、直方体の中央部が窪んでいき、

器体が薄くなり中央部で折れてしまう。上下両端部のうち厚みのある方は、切り出し痕が認

められるが、薄い方は折れ面であることから、このことは証明できる。この時点で砥石は使

用されずに破棄される。

石器属性表

番号 器種 石材
長×幅×厚

重(g量) 遺物番号 番号 器種 石材
長×幅×厚

重(g量) 遺物番号(皿) (皿)

1 石 鎌 チ ャート 19.2X21.3X 4.7 1.1 C1-03 11 砥 石 凝 灰 岩 146.2x63.3x57.7 745目。 C2-79 

2 襖形石器 チャート 33.0x29.1x 9.0 10.2 C2-91 12 砥 石 凝 灰 岩 48目7x22.1x15.6 21目8

3 自リ 器安 山 岩 80.2x55.8x25.8 88.1 表採 13 砥 石 凝 灰 岩 64.8 x 23目4x 21. 9 39.5 C2-99 

4 二あ次る加剥工の片 チャート 41.6x25.5x 8.9 5.7 14 砥 石 凝 灰 岩 31.9x22.7x14.3 11.3 

5 剥 片 安山岩 46.8 x55.3 x 29.6 92.4 C2-79 15 磨 石 凝 灰 岩 74.8x65.1x50.0 367.0 5K23 

6 石 斧石英ハン岩 34.8x50.6x21.4 50.6 5101 16 磨 石砂 岩 62.0x50.0Xl5.0 66.9 5109 

7 砥 石凝灰岩 52.3x35.1x24.8 72.3 表採 17 磨 石石英ハン岩 68.3x62目。x31.1220.7 5K23 

8 砥 石凝灰岩 44.1 x 30.2 x 22.1 47.7 18 敵 石石英ハン岩 67.7x38目。x38.。110目6

9 砥 石凝灰 岩 52.3x40.2x24.4 86.4 19 敵 石 凝 灰 岩 110.0 x 42.2 x 29.0 199.7 

10 磨 石砂 岩 41.6x38.3x19目6 43.7 5106 
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第 3章まとめ

1.古墳時代以前

今回の調査は遺跡の中央にあけた大きな試掘グリッドとも言うべきもので、最終的に約2，000

dを対象として発掘調査を行い、竪穴住居跡10軒、掘立柱建物跡2棟、溝 1条、柵列 l列、土

坑25基が検出された。ここでは、今回の調査で得られた成果をもとに、かつて調査された成果

を加え若干のまとめを行いたい。

今回の調査では旧石器時代についても確認調査を行い、遺構・遺物の検出につとめたが、遺

構はもとより遺物も検出されなかった。以前の調査でも旧石器時代の遺構・遺物は検出されて

いなし玉。縄文時代ではわずかな土器片が出土しているのみで、遺構は検出されていない。縄文

土器は中期を主体としたもので、以前の調査でも中期の土器が出土している。また弥生時代も

後期の遺物が若干出土しているだけで、遺構は検出されていなし五。以前の調査でも後期の土器

が出土している。旧石器・縄文・弥生時代の様相については、調査の規模が小さいこともあり、

周辺の遺跡と同様に不明な点が多い。

古墳時代後期に至り、はじめて集落が営まれるようになる。該期の遺構としては住居跡 1軒

(S 105)のみである。ただ遺構外出土の遺物の中にハケ目の施されている土器もあり、以前

の調査でもこうした遺物が出土している。集落の開始時期が古墳時代中期あるいは前期にさか

のぼる可能性もある。

S 105は完掘することができた。ほぽ正方形の住居跡であるが、遺存状態が悪く、出土遺物

も極めて少ない。境の形態からして 7世紀の後半代と考えられる。

2.奈良・平安時代

該期の遺構としては住居跡が9軒検出され、大袋塔之下遺跡に本格的に集落が営まれるよう

になる。これらの住居跡のうち完掘できたのは 6軒、調査区域外に広がりをもつもの 3軒であ

る。いずれも耕作による揖乱が著しく、遺存状態が悪い。また出土遺物も少ない。

S 101は完掘することができた。正方形の住居跡であるが、遺存状態がやや悪く、出土遺物

も少ない。須恵器の葦は古い様相を示すが、完形に復元できた土師器の郎の形態・技法等から

8世紀の後半と考えられる。

S 102は完掘することができた。長方形の住居跡であるが、遺存状態がやや悪く、出土遺物

も少ない。内面黒色処理の坪の形態から 9世紀前半と考えられる。

S 103は完掘することができた。長方形の住居跡であるが、遺存状態がやや悪〈、時期を決

定できる遺物がない。重複関係から S108・09より新しい。
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S 104は完掘することができた。正方形の住居跡であるが、遺存状態がやや悪く、出土遺物

も少ない。坪の形態からして10世紀前半と考えられる。

S 106は1/3が調査区外にあるため完掘することができなかった。方形を呈する住居跡と

考えられる。今回検出された住居跡の中では比較的遺存状態が良く、遺物も比較的多い。坪や

皿の形態・技法等から 9世紀後半と考えられる。

S 107は2/5が調査区外にあるため完掘することができなかった。方形を呈する住居跡と

考えられる。遺存状態がやや悪く、出土遺物も少ない。坪の形態からして 9世紀前半と考えら

れる。

S 108は重複が著しいが、長方形を呈する住居跡と考えられる。遺存状態がやや悪く、時期

を決定できる遺物がない。重複関係から S103より古く、 S110より新しい。

S 109は重複が著しいが、方形を呈する住居跡と考えられる。遺存状態がやや悪く、出土遺

物も少ない。坪の形態からして 9世紀前半と考えられる。

S 110は東側 3/5が調査区外にあるため完掘することができなかった。方形を呈する住居

跡と考えられる。遺存状態が極めて悪く、時期を決定できる遺物がない。重複関係から S108・

09より古い。

以上のことから、これら 9軒の住居跡はおおよそ次のような時期に分けられる。

8世紀前半 S 1 01 (S 1 10) 

8世紀後半 (S 1 08) 

9世紀前半 S 102・07・09

9世紀後半 S 1 06 (S 1 03) 

10世紀前半 S 104 

今回の調査では、調査面積が限られているため、集落の構成・展開については十分明らかに

することができなかった。しかし、今回の調査区の南東側部分、以前の調査区の南西側部分で

住居跡の重複が著しいことから、集落の主体は今回の調査区と以前の調査区の中間部分で、住

居跡の密度はかなり高いこと、そしてその時期は 8世紀前半から10世紀前半にかけてであるこ

とが明らかとなった。

3.中世以降

住居跡以外の遺構については、出土遺物も少なく時期の特定に困難が伴うが、遺物や覆土の

状況等から、すべて中世の所産と考えられる。遺構外からは近世の遺物も出土しているが、中

世のものと比較して小破片であり、量も少なく、主体的なものではない。

検出された25基の土坑のうち、壁面・底面に粘土の貼られたもの 7基、貼られていないもの

18基であった。粘土の貼られていない土坑は、規模に多少差があるが、いずれも人為的に埋め
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戻された堆積状況を示しており、墓坑と考えられる。また粘土の貼られた土坑も同様に人為的

な堆積状況を示しており、粘土を貼ることの意味はともかくとして、やはり墓坑と考えられる。

したがって本遺跡周辺は出土遺物から、 15世紀前半には墓域として利用されていたものと考え

られる。

近年、土坑のみならず井戸や地下式坑等から馬骨や馬歯が出土する例が増えている。出土し

た遺構の性格や馬骨(歯)の出土状況そして出土した部位等によって、その持つ意味が異なっ

てくるのは当然である。本遺跡の SK24の例は、遺存状態はやや悪いものの上顎と下顎の臼歯

がそろっており、顎骨の一部と考えられる骨片も検出されている。ただし切歯は検出されてい

ない。その出土状況からして臼歯が顎骨に完植した状態のまま、土坑がある程度埋まった段階

で、何らかの(祭杷?的な)目的で遺棄されたものと思われる。

もちろん SK24の時期が近世にまで下る可能性も考慮しなければならない。そうした場合に

は本遺跡周辺が近世における佐倉七牧の一つである内野牧の範囲に含まれていることから、牧

との関係も問題となろう。
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